






論文審査委員 主査教授 佐々木信彰 副主査教授
副キー斉教授 福原宏幸
論文内容の要旨
論文の内容は、おおむね次の通りである。
玉井金五
序章「問題所在と研究課題」では、現在の公的年金改革の意義を検討し、中国の私的年金保険制度の発
展状況を考察して、現在の中国では、企業年金保険制度と個人年金保険制度が未発達であるため、老後の
生泊保証は困難であると結論づけている。現在の社会主義市場経済下のrtl固には、公的年金制度が必要で
あり、公的年金改革も行っていくべきであると主張している。
第 l章「伝統的な公的年金制度の沿革Jは、年金改革が始まる前年度の1983年までの状況を分析してい
る。
第J[章「年金政策の展開 (1984年より)Jでは、年金改革提起の背景を、人円の高齢化・少子化、同
有企業の改革、および私有制経済の誕生という三つの側面から検討している。また年金改革が地域別に行
われてきたことから、上海市を例として同市がどのような年金政策の実施したかを検討している。また
「三資企業Jの中国人勤労者に関する年金政策を検討している。
第田章『実施状況j では、各種データの分析を通じて、 1984年以降の年金政策が成功したかどうかを、
1984年以降に確立された新たな年令保険制度への加入状況や年金基金の収支状況を地域別、企業別、そし
て産業部門別に検討している。
第IV章「他の公的年金制度」では、農村の年金保険制度の創設の背景やその状況、解般軍の年金制度の
仕組み、都市部における行政部門・事業部門の年金制度改革の状況を明らかにしている。
第V草「二つの措置の検証」では、年金改革の中で非常に重要な改革である賦課方式から修正賦課方式
への移行、社会的統合と個人口座との結合制度の導入について検討し、これらの年金政策が成功したかど
うか、またそれらを成功させるには、どのような困難を克服しなければならないかを検証している。
第VI章『問題点およびその原因Jでは、現行の公的年金制度にはどのような問題が存在しているか、ま
たその原因は何かを分析している。
終章「未来ビジョン」は、公的年金制度の未来ビジョンを示すものである。人口の高齢化・少子化の進
行状況、また年金改革に対する影響を考察、年金財政の在り方において園、企業、個人の三者による負担
方式が明確にされているので、国の財政状況、企業の経賞状況、および勤労者個人の経済力をそれぞれ検
討するものである.
論文審査の結果の要旨
以下の理由により、上記論文は課程同士の学位の授与に値するものと判断する。
本論文の目的は計両経済体制から市場経済体制への移行期にある中国で、公的年金制度の構築の進行状
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況を都市部と農村さらに行政部門、事業部門でそれぞれ検証することにある.
論文の内容は、おおむね次の通りである。
序章「問題所夜と研究課題Jでは、現在の公的年金改革の意義を検討し、中国の私的年金保険制度の発
展状況を考察して、現在の中国では、企業年金保険制度と個人年金保険制度が未発達であるため、老後の
生活保証は附難であると結論づけている。現在の社会主義市場経済下の中国には、公的年金制度が必要で
あり、公的年金改革も行っていくべきであると主張している.
第I章「伝統的な公的年金制度の沿革Jは、年金改革が始まる前年度の1983年までの状況を分析してい
る。
第H章「年余政策の展開 0984年より)Jでは、年金改革提起の背景を、人口の高齢化・少子化、国
有企業の改革、および私有制経済の誕生という三つの側面から検討している。また年金改革が地域別に
行われてきたことから、上海市を例として同J!iがどのような年金政策を実施したかを検討している。また
r:.資企業j の中国人勤労者に関する年金政策を検討している.
第川章「実施状況Jでは、各種データの分析を通じて、 1984年以降の年金政策が成功したかどうかを、
1984年以降に確立された新たな年金保険制度への加入状況や年金基金の収支状況を地域別、企業別、そし
て産業部門別に検討している。
第IV章『他の公的年金制度」では、農村の年金保険制度の創設の背景やその状況、解放軍の年金制度の
仕組み、者IS市部における行政部門・事業部門の年金制度改革の状況を明らかにしている。
第V章 r..:.:つの措置の検証」では、{f金改革の中で非常に重要な改革である鼠課方式から修正賦課方式
への移行、社会的統合と個人口座との結合制度の導入について検討し、これらの年金政策が成功したかど
うか、またそれらを成功させるには、どのような困難を克服しなければならないかを検証している。
第v1草「問題点およびその原因」では、現行の公的年金制度にはどのような問題が存在しでいるか、ま
たその原因は何かを分析している。
終章「未来ビジョンj は、公的年金制度のよ来ビジョンを示すものである。人Uの高齢化・少子化の進
行状況、また年金改革に対する影響を考察、年金財政の在り方において園、企業、個人の三者による負担
方式が明確にされているので、国の財政状況、企業の経営状況、および勤労者個人の経済力をそれぞれ検
討するものである。
以上のように中国経済の改革が進行する中で、現下の重要にして緊急の課題である公的年金制度構築に
つき中国内外の文献をよく収集し、この問題について詳細な紹介、分析を行っている点、さらにこの分析
からいくつかの政策提言をしている点などにおいて、課程博士の学位に値する優れた業績であると判断す
る。
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